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７月25日〜８月19日

「
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
第
８
回
農
地
・

農
村
部
会
」に
牧
野
・
飯
田
市
長
が
出
席

　

７
月
25
日
、「
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
第
８

回
農
地
・
農
村
部
会
」
に
お
い
て
、
地
方
六
団
体
農

地
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
７
月
１
日
に
と
り
ま
と
め
た
「
農
地
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
報
告
書
に
つ
い
て
、
本
会
、
全
国
知

事
会
お
よ
び
全
国
町
村
会
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
本
会
か
ら
牧
野
・
飯
田
市
長
が
出
席
し
た
。

　

牧
野
・
飯
田
市
長
か
ら
、
①
市
町
村
が
主
体
的
に

設
定
し
た
農
地
面
積
の
目
標
の
積
上
げ
を
基
本
と

し
、
国
と
地
方
が
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
国
の
総
量

確
保
目
標
を
設
定
す
る
べ
き
こ
と
、
②
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
抑
制
し
農
村
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
市
町
村
が
農
地
転
用
等

の
権
限
を
持
つ
べ
き
こ
と
、
③
本
報
告
書
は
全
国
市

長
会
で
も
了
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。

�

［
行
政
部
・
経
済
部
］

牧
野
・
飯
田
市
長
が「
農
地
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」、
林
・
農
林
水
産
大
臣
、
山
口
・
公

明
党
代
表
な
ど
に
面
談
要
請

　

８
月
５
日
、
経
済
委
員
会
委
員
長
の
牧
野
・
飯
田

市
長
は
、
古
川
・
佐
賀
県
知
事
並
び
に
杉
本
・
福
井

県
池
田
町
長
と
と
も
に
、
林
・
農
林
水
産
大
臣
、
山

口
・
公
明
党
代
表
に
面
会
の
上
、「
農
地
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」（
地
方
六
団
体
報
告
書
）
の
実
現
方

に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。

　

牧
野
・
飯
田
市
長
か
ら
は
、
本
報
告
書
は
地
方
六

団
体
の
総
意
に
よ
り
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

真
に
守
る
べ
き
農
地
は
し
っ
か
り
確
保
す
る
と
し
た

上
で
、
①
市
町
村
が
主
体
的
に
設
定
し
た
農
地
面
積

の
目
標
の
積
上
げ
を
基
本
と
し
、
国
と
地
方
が
議
論
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を
尽
く
し
た
上
で
国
の
総
量
確
保
目
標
を
設
定
す
る

べ
き
こ
と
、
②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
抑
制
し
農
村

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て

い
る
市
町
村
が
農
地
転
用
等
の
権
限
を
持
つ
べ
き
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
林
・
農
林
水
産
大
臣
か
ら
は
、
今

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

新
た
な
施
策
の
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら
、
本
報
告
書

を
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
牧
野
・
飯
田
市
長
は
、
土
屋
・
自
由
民
主

党
総
務
部
会
顧
問（
元
武
蔵
野
市
長
）に
面
会
し
、
同

報
告
書
の
実
現
方
に
つ
い
て
要
請
す
る
と
と
も
に
、

宮
下
一
郎
・
衆
議
院
議
員（
長
野
５
区
）お
よ
び
吉
田

博
美
・
参
議
院
議
員（
長
野
選
挙
区
）を
歴
訪
し
た
。

�

［
行
政
部
・
経
済
部
］

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
を
含
む 

人
事
院
勧
告
を
受
け
、
本
会
と
全
国
知
事
会
、 

全
国
町
村
会
は
共
同
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

８
月
７
日
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
を
含
む

人
事
院
勧
告
を
受
け
、
本
会
と
全
国
知
事
会
、
全
国

町
村
会
は
共
同
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
給
与

に
地
場
の
賃
金
を
よ
り
一
層
反
映
さ
せ
る
な
ど
俸

給
水
準
を
引
き
下
げ
る
方
向
等
で
の
勧
告
を
行
っ

た
が
、
地
方
と
都
市
部
の
公
務
員
給
与
水
準
の
格
差

拡
大
が
生
じ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
地
方
に
お
い

て
は
、
公
務
員
給
与
に
準
拠
し
た
賃
金
を
支
給
し
て

い
る
事
業
所
等
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
結
果

と
し
て
、
官
民
を
通
じ
て
地
域
間
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
と
都
市
部

の
格
差
が
一
層
拡
大
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
等
を
表

明
し
た
。�
［
行
政
部
］

岡
﨑
・
高
知
市
長
が「
第
４
回
国
民
健
康
保
険

制
度
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
国
と
地
方
の 

協
議
」（
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
）に
出
席

　

８
月
８
日
、
厚
生
労
働
省
政
務
三
役
と
地
方
代
表

に
よ
る
「
国
民
健
康
保
険
制
度
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
国
と
地
方
の
協
議
」
が
開
催
さ
れ
、
現
時
点
で
の

議
論
の
整
理
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
の
見
直
し
に

つ
い
て
（
中
間
整
理
）」
を
了
承
し
た
。
本
会
か
ら
岡

﨑
・
高
知
市
長（
国
民
健
康
保
険
対
策
特
別
委
員
長
）

が
出
席
し
た
ほ
か
、
全
国
知
事
会
か
ら
福
田
・
栃
木

県
知
事
、
全
国
町
村
会
か
ら
齋
藤
・
井
川
町
長
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
田
村
・
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
①
医
療
保

険
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
国
保
を
持
続
可

能
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
②
国

保
の
財
政
基
盤
を
更
に
強
化
し
つ
つ
、
都
道
府
県
と

市
町
村
の
役
割
分
担
を
検
討
し
、
都
道
府
県
が
財
政

責
任
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
財
政
の
安
定
化
、

保
険
料
の
平
準
化
、
保
険
者
機
能
の
強
化
等
を
図
る

必
要
が
あ
る
、
③
財
政
基
盤
強
化
の
財
源
に
つ
い
て

心
配
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も

財
政
上
の
構
造
的
問
題
の
解
決
に
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
、
④
財
政
基

盤
強
化
の
具
体
策
や
役
割
分
担
等
を
含
め
、
真
摯
に

地
方
の
意
見
を
伺
い
、
納
得
い
た
だ
け
る
形
で
改
革
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を
進
め
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
た
い
等
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

岡
﨑
・
高
知
市
長
か
ら
は
、
国
保
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
①
早
急
に
財
政
基
盤
強
化
の
具
体
策
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
②
平
成
26
年
度
決
算
で

も
さ
ら
な
る
赤
字
の
累
積
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
保

険
者
へ
の
財
政
支
援
１
７
０
０
億
円
を
早
急
・
確

実
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
③
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
全
面
総
報
酬
割
の
導
入
に
よ
り
生
じ
る

財
源
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
国
保
の
財
政

支
援
へ
の
活
用
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
④
国

保
の
都
道
府
県
営
化
は
制
度
開
始
以
来
の
大
改
革
で

あ
り
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
要
す
る
時
間
や
労
力
を
勘

案
し
、
早
期
に
制
度
の
枠
組
み
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
、
⑤
国
保
が
崩
壊
す
れ
ば
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
崩
壊
す
る
こ
と
か
ら
、
国
民
皆
保
険
の
最

後
の
砦
で
あ
る
国
保
を
守
り
つ
つ
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
等
の
発
言

を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
赤
石
・
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
か
ら
、

今
後
、
了
承
い
た
だ
い
た
中
間
整
理
に
沿
っ
て
議
論

を
深
め
る
こ
と
と
し
、
年
末
ま
で
を
目
途
に
結
論
を

得
て
、
必
要
な
法
律
案
を
平
成
27
年
通
常
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
を
目
指
す
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

�

［
社
会
文
教
部
］

牧
野
・
飯
田
市
長
並
び
に
神
出
・
海
南
市
長
が

「
農
地
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、
新
藤
・
地

方
分
権
改
革
担
当
大
臣
な
ど
に
面
談
要
請

　

８
月
19
日
、
経
済
委
員
会
委
員
長
の
牧
野
・
飯
田

市
長
並
び
に
本
会
副
会
長
の
神
出
・
海
南
市
長
は
、

飯
泉
・
徳
島
県
知
事
並
び
に
白
石
・
愛
媛
県
松
前
町

長
と
と
も
に
、
新
藤
義
孝
・
地
方
分
権
改
革
担
当
大

臣
、
礒
崎
陽
輔
・
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
、
齋
藤
健
・

自
由
民
主
党
農
林
部
会
長
、
中
谷
元
・
同
党
農
林
水

産
戦
略
調
査
会
長
、
西
川
公
也
・
同
調
査
会
副
会
長

お
よ
び
石
田
祝
稔
・
公
明
党
農
林
水
産
部
会
長
に
そ

れ
ぞ
れ
面
会
の
う
え
、「
農
地
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」（
地
方
六
団
体
報
告
書
）
の
実
現
方
に
つ
い
て

要
請
を
行
っ
た
。

　

牧
野
市
長
か
ら
は
、
本
報
告
書
は
地
方
六
団
体
の

総
意
に
よ
り
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
真
に
守

る
べ
き
農
地
は
し
っ
か
り
確
保
す
る
と
し
た
上
で
、

①
市
町
村
が
主
体
的
に
設
定
し
た
農
地
面
積
の
目
標

の
積
上
げ
を
基
本
と
し
、
国
と
地
方
が
議
論
を
尽
く

し
た
上
で
国
の
総
量
確
保
目
標
を
設
定
す
る
べ
き
こ

と
、
②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
抑
制
し
農
村
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
市

町
村
が
農
地
転
用
等
の
権
限
を
持
つ
べ
き
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
藤
大
臣
か
ら
は
、
内
閣
府
に
設

置
さ
れ
て
い
る
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
農
地
・

農
村
部
会
で
の
議
論
や
国
家
戦
略
特
区
の
取
り
組
み

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
、
総
合
的
に
検
討
を
す
る
旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
牧
野
市
長
並
び
に
神
出
市
長
は
、
堂
故
茂
・

参
議
院
議
員
（
前
氷
見
市
長
、
前
本
会
経
済
委
員
会

委
員
長
）を
訪
問
し
た
。

�

［
経
済
部
］ 左から海南市長、飯田市長、新藤大臣、徳島県知事
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